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〈
論
文
〉古

代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
御み

鎰か
ぎ

」
の
取
扱
い
に
つ
い
て

山
　
口
　
祐
　
樹

　
　
　

は
じ
め
に

　

神
を
祀
る
常
設
の
施
設
と
し
て
「
宮
」
や
「
社
」
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
御
神
体
は
祭
祀
を
行
う

上
で
最
も
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
御
神
体
に
直
接
結
び
つ
く
社
殿
の
扉
を
開
閉
す
る
こ
と
も
ま
た
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
執
り
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
三
種
神
器
の
一
つ
で
あ
る
「
八
咫
鏡
」
を
御
神
体
と
す
る
伊
勢
神
宮
で
も
例
外
で
は
無

く
、
平
安
時
代
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
延
暦
儀
式
帳
」
に
は
、
正
殿
の
御
扉
開
閉
に
つ
い
て
大
神
宮
司
や
禰
宜
な
ど
の
奉
仕

者
、「
御
鎰
」
の
調
製
過
程
や
取
り
扱
い
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

古
代
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
、
大
神
宮
司
は
朝
廷
の
機
関
と
し
て
伊
勢
の
地
に
設
け
ら
れ
、
神
宮
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
祭
祀
・
儀

式
に
関
し
て
、
両
宮
禰
宜
以
下
の
神
職
や
多
気
・
度
会
両
神
郡
司
を
統
率
す
る
と
共
に
、
神
税
の
管
理
や
祭
料
の
調
達
な
ど
、
伊
勢
神

宮
と
い
う
組
織
を
運
営
し
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
の

神
職
は
、
朝
廷
側
に
よ
る
在
地
の
統
制
と
い
っ
た
上
下
の
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
役
割
の
違
い
を
認
め
た
上
で
共
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に
祭
儀
に
奉
仕
す
る
と
い
う
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
禰
宜
以
下
の
神
職
層
が
主
た
る
役
割
を
担
う
古
代
伊
勢

神
宮
の
祭
祀
構
造
に
お
い
て
、
祭
儀
の
次
第
に
焦
点
を
あ
て
考
察
し
て
み
る
と
、
大
神
宮
司
は
朝
廷
の
出
先
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
伊

勢
に
在
住
す
る
祭
祀
奉
仕
者
の
最
上
席
と
し
て
祭
祀
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
具
体
的
な
所
作
と
し
て
告
刀
奏
上

な
ど
祭
儀
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
事
に
加
え
幣
物
奉
奠
の
検
分
や
「
御
鎰
」
の
管
理
な
ど
、
禰
宜
の
よ
う
に
実
際
神
饌
を
調
進
・
奉
奠

し
正
殿
殿
上
に
上
が
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
祭
儀
全
体
を
統
括
・
監
督
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
禰
宜
・
内
人
ら
に
も
劣
ら
な
い
役

割
を
担
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
大
神
宮
司
が
祭
祀
も
含
め
伊
勢
神
宮
全
体
の
統
括
行
政
職
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰

宜
以
下
の
神
職
層
は
「
斎
戒
」「
穢
」
と
い
う
祭
祀
に
直
結
す
る
独
自
の
基
準
を
以
て
直
接
的
に
神
事
に
奉
仕
す
る
祭
祀
専
門
職
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う（

（
（

。

　

本
論
で
は
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
、
統
括
行
政
職
で
あ
る
大
神
宮
司
と
祭
祀
専
門
職
で
あ
る
禰
宜
以
下
の
神
職
に
つ
い
て
、
祭

儀
に
お
け
る
重
要
な
所
作
の
一
つ
で
あ
る
「
御
鎰
」
の
取
り
扱
い
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
掌
の
具
体
的
な
役
割
や

位
置
づ
け
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一
、
御
鎰
の
調
製

　

ま
ず
は
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
古
代
伊
勢

神
宮
の
年
間
恒
例
祭
祀
の
内
、
大
神
宮
司
が
関
与
す
る
年
間
六
度
の
祭
儀（

（
（

に
つ
い
て
、
大
神
宮
司
が
関
与
し
な
い
祭
儀
と
異
な
る
点
の

一
つ
に
「
御
鎰
」
の
授
受
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
御
鎰
」
の
授
受
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳（

（
（

』
に
よ

る
と
、
大
神
宮
司
が
奉
仕
し
な
い
祭
儀
で
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
大
神
宮
司
の
役
割
と
密
接
な
関
係
性
を
推
測
で
き
る
も
の
の
、

未
だ
そ
の
実
態
に
つ
い
て
詳
し
く
整
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
始
め
に
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
「
御
鎰
」
が

ど
の
よ
う
に
調
製
さ
れ
、
誰
の
手
に
よ
り
伊
勢
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
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史
料
①　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』　

一
、
大
宮
壱
院

　
　
　
　

正
殿
一
區
。
長
三
丈
六
尺
、
廣
一
丈

八
尺
、
高
一
丈
一
尺
。

　
　
　
　

�
御
橋
一
枚
。
長
六
尺
、

廣
五
尺
。　

高
欄
四
方
廻
。
高
三
尺
、
廣

二
尺
五
寸
。　

餝
二
金
花
形
一
、
并
戸
具
於
居
レ
坩
。
殿
扉
金
鏁
壱
具
餝
レ
金
御
鎰
壱
勾
、
已

上
従
二
朝
廷
官
庫
一
奉
入
。
上
搏
風
肆
枚
。
長
二
丈
八
尺
、
弘

八
寸
、
厚
四
寸　

號
二
稱
比
木
一
。
釘
覆
二
大
坩
一
。
堅
魚
木
十
枚
。
長
各
七
尺
、

徑
一
尺
七
寸
。

　
　
　
　

材
木
別
端
以
金
餝
。

史
料
②　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』　

一
、
大
宮
壱
院

　
　
　
　

寶
殿
二
宇
。
長
各
二
丈
一
尺
、

廣
各
一
丈
四
尺
。　

竝
搏
風
上
。

　
　
　
　

�

鏁
二
具
。
打
立
四
隻
、

日
覆
四
隻
。　

戸
具
。
鎰
一
勾
、
鎹
六
勾
、
雉
立
二
枚
、
引
手
二
勾
、

任
四
枚
、
戸
杯
四
枚
、
蠏
目
釘
十
二
隻
。　

臥
二
堅
魚
木
各
八
枚
。
一　

　

右
の
史
料
は
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
冒
頭
、
内
宮
御
鎮
座
の
由
来
に
続
い
て
殿
舎
の
構
造
を
詳
細
に
記
し
た
部
分
で
あ
る
。〈
史

料
①
〉
に
よ
る
と
、
正
殿
の
扉
に
は
鏁
（
錠
前
）
が
設
け
ら
れ
、
金
で
装
飾
さ
れ
た
「
御
鎰
」
が
壱
勾
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
「
已
上
従
二
朝
廷
官
庫
一
奉
入
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
そ
の
調
製
費
は
朝
廷
に
よ
り
支
弁
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
そ
し
て
〈
史
料
②
〉
で
は
、
正
殿
に
引
き
続
き
東
西
寶
殿
の
設
え
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
「
戸
具
。
鎰

一

勾
、
鎹

六
勾
、
雉
立
二
枚
、
引
手
二
勾
、
任
四

枚
、
戸
杯
四
枚
、
蠏
目
釘
十
二
隻
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
殿
と
同
様
寶
殿
に
も
「
御
鎰
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

後
述
す
る
が
、
こ
の
東
西
寶
殿
も
六
月
・
十
二
月
の
月
次
祭
や
神
御
衣
祭
に
際
し
て
開
扉
さ
れ
赤
曳
御
調
絲
や
御
衣
な
ど
が
殿
内
に
納

め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
外
宮
の
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
は
内
宮
の
よ
う
に
直
接
「
御
鎰
」
の
存
在
を
示
す
明
ら
か
な
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
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し
な
が
ら
、
祭
儀
の
な
か
で
「
御
鎰
」
の
授
受
が
行
わ
れ
た
り
、
正
殿
に
隣
接
す
る
御
倉
に
関
す
る
条
文
で
は
「
一
宇
納
二
正
殿
寶
殿

御
鎰
一
」。
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
外
宮
も
内
宮
と
同
様
の
「
御
鎰
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
御
鎰
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
述
で
も
う
一
箇
所
注
目
し
た
い
の
が
、
次
の
〈
史
料
③
〉
と
〈
史
料
④
〉
で
あ
る
。

史
料
③　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』　

一
、
新
宮
造
奉
時
行
事
并
用
物
事

　
　
　
　

造
宮
使
造
奉
物
。

　
　
　
　

�

御
琴
壱
隻
、
燈
臺
五
具
、
御
調
納
辛
櫃
壱
合
、
御
鎰
納
韓
櫃
壱
合
、
幣
帛
机
二
具
、
御
床
三
具
、
大
神
一
具
、
相

殿
坐
神
二
具
。　

天
井
壱
條
、

平
釘
打
短
御
床
二
具
、
御
饌
奉
机
二
具
。

史
料
④　

『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』　

一
、
新
宮
奉
造
時
行
事
并
用
物
事

　
　
　
　

宮
造
使
奉
物
。

　
　
　
　

�

御
琴
壱
隻
、
燈
臺
伍
具
、
御
調
納
辛
櫃
壱
合
、
御
鎰
納
櫃
壱
合
、
幣
帛
机
貳
具
、
御
床
肆
具
、
大
宮
料
三
具
、

高
宮
料
一
具
。　

天
井
壱
條
、
平

釘
壹
佰
伍
拾
隻
、
短
御
床
貳
具
、
御
饌
殿
奉
御
机
貳
具
。
已
上
二
種
物
御

饌
殿
用
物
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
式
年
遷
宮
に
際
し
て
「
御
鎰
」
が
調
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
あ
る
。

　
〈
史
料
③
〉
に
は
、
内
宮
に
お
い
て
遷
宮
に
際
し
朝
廷
よ
り
差
遣
さ
れ
る
造
宮
使
が
調
進
す
る
も
の
と
し
て
、「
御
鎰
」
を
納
め
る
韓

櫃
（
唐
櫃
）
壹
合
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
〈
史
料
④
〉
の
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
も
見
る
事
が
で
き
る
。
こ
の

御
鎰
辛
櫃
の
前
後
に
は
燈
臺
や
御
床
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
正
殿
殿
内
に
納
め
ら
れ
る
品
々
が
列
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
、
こ
こ
で
記
さ

れ
て
い
る
「
御
鎰
納
韓
櫃
」
と
い
う
の
は
、
正
殿
殿
内
に
直
接
関
係
す
る
正
殿
の
「
御
鎰
」
を
保
管
す
る
為
の
辛
櫃
と
考
え
て
間
違
え
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な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
正
殿
の
「
御
鎰
」
は
朝
廷
に
よ
り
調
進
さ
れ
た
後
、
同
様
に
朝
廷
よ
り
差
遣
さ
れ
た
造
宮
使
に
よ
り
調
製
さ

れ
た
辛
櫃
に
納
め
ら
れ
厳
重
に
保
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、「
御
鎰
」
そ
の
も
の
は
ど
の
様
に
伊
勢
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
両
宮
儀
式
帳
に
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
他
の
史
料
よ
り
そ
の
来
歴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
⑤　

『
正
倉
院
文
書
』
造
大
神
宮
用
度
帳
案（

（
（

　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

殿
戸
鏁
一
具
、
在
両
頭
鼠

尾
鏤
之
。　

打
立
二
隻
、
俑
居
并
後
塞

花
形
者
。　

　
　
　
　
　

引
手
一
隻
、　

鎹
、
在
居
并
後
塞
已

上
熟
銅
者
。

　
　
　
　
　

雉
立
一
枚
、
在
鏤
之

鋳
物
。　

牒
涌
立
五
枚　

鐵
鑰
一
勾
。

　
　
　
　
　

金
塗
口
褁
之

　
　
　
　

（
後
略
）

　
　
　
　
　

史
料
⑥　

『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
新
宮
造
奉
時
行
事
并
用
物
事

　
　
　
　
　

�

新
宮
飾
奉
使
、
官
小
弁
已
上
一
人
、
史
生
一
人
、
鍛
冶
長
上
一
人
参
二
入
賷
塗
レ
銀
釘
玖
拾
陸
隻
御
床
三

具

料
并
雑
金
物
等
一
正
殿

飾
奉
。

史
料
⑦　

『
延
喜
大
神
宮
式（

（
（

』
修
二
飾
神
宮
一
調
度

　
　
　
　

（
前
略
）
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�

鏁
一
具
、
管
長
四
寸
五
分
、
管
口
径
一
寸
七
分
、
自
勾
到
末
二
寸
七
分
、
管
廣

厚
各
二
寸
、
自
舌
茎
本
至
勾
一
寸
四
分
、
根
雄
径
五
分
、
長
八
寸
。　

鏁
打
立
二
枚
、
頭
径
一
寸
三
分
、
足
長
一
寸
五
分
、
足
本
広
一
寸
、

穴
径
六
分
、
足
広
七
分
、
厚
二
分
半
、
茎
長
三
寸
。　

匙
一
枚
、
長
一
尺

五
分
。

広
六

分
。　

鑰
一
勾
。
長
三
尺
四
寸
七
分
。
柄
長
三
寸
五
分
。
柄
本
金
広
八
分
。
柄
本
末
径
一
寸
一
分
。
本
末
口
裹
長
八
分
。
自
柄
至
勾
長
五

寸
八
分
。
勾
金
広
七
分
。
自
中
至
下
広
六
分
。
自
勾
至
下
二
尺
八
分
。
摠
厚
三
分
。
柄
中
花
形
目
抜
在
、
又
柄
端
著
鐶

　
　
　
　

（
後
略
）

　
〈
史
料
⑤
〉
は
『
正
倉
院
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
平
宝
字
年
間
に
記
さ
れ
た
も
の
で
伊
勢
神
宮
正

殿
の
「
御
鑰
」
や
飾
金
物
類
が
朝
廷
に
よ
り
調
製
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
最
も
古
い
史
料
で
あ
る
。
内
容
は
神
宮
式
年
遷
宮
に
あ
た

り
朝
廷
が
都
に
て
製
作
す
る
飾
金
物
類
の
目
録
で
、
伊
勢
神
宮
の
正
殿
を
始
め
宝
殿
・
御
門
な
ど
の
飾
金
物
の
種
類
が
詳
細
に
記
さ
れ

て
お
り
、
儀
式
帳
成
立
以
前
か
ら
朝
廷
に
よ
り
「
御
鎰
」
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
両
宮
儀
式
帳
に
は
〈
史
料
⑥
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
新
宮
飾
奉
使
」
が
「
雑
金
物
等
」
を
も
っ
て
正
殿
を
飾
奉
る
と
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、〈
史
料
⑦
〉『
延
喜
大
神
宮
式
』
に
も
「
営
造
神
宝
并
装
束
使
」
が
御
装
束
神
宝
と
と
も
に
「
御
鎰
」
を
含

む
正
殿
の
殿
内
調
度
並
び
に
飾
金
物
類
を
調
進
し
て
い
た
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
内
宮
祀
官
の
中
川
経

雅
が
『
大
神
宮
儀
式
解
』
の
中
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
記
載
の
「
雑
金
物
等
」
の
中
に
「
御
鎰
」
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推

測
で
き
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
両
宮
儀
式
帳
の
撰
進
さ
れ
た
延
暦
年
間
に
お
い
て
は
、
正
宮
の
御
鎰
は
殿
舎
と
同
様
朝
廷
に
よ
っ
て
調
進
さ
れ
、
新
宮
飾

奉
使
が
伊
勢
ま
で
輸
送
す
る
任
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
延
喜
式
』
が
編
纂
さ
れ
る
段
階
に
な
る
と
、「
営
造
神

宝
并
装
束
使
」
へ
と
奉
献
の
役
割
が
変
化
し
て
い
く
。
一
方
、
そ
れ
を
保
管
す
る
「
御
鎰
納
辛
櫃
」
に
関
し
て
は
、
御
床
な
ど
と
同
じ

く
御
殿
に
付
随
す
る
も
の
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
た
め
か
、
各
年
代
を
通
じ
て
都
よ
り
差
遣
さ
れ
た
造
宮
使
に
よ
り
調
進
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る（

（
（

。
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二
、
御
鎰
の
管
理
に
つ
い
て

　

次
に
「
御
鎰
」
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
上
述
の
史
料
か
ら
は
、
正
殿
の
「
御
鎰
」
が
専
用
の
辛
櫃
に
納
め
ら
れ

て
い
た
様
子
は
確
認
で
き
た
訳
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
御
鎰
辛
櫃
が
ど
こ
で
、
誰
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て

い
き
た
い
。

史
料
⑧　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
供
奉
幣
帛
本
記
事

　
　
　
　

（
前
略
）　

　
　
　
　
　

正
殿
、
寶
殿
三
殿
、
又
荒
祭
宮
御
鎰
、
奉
レ
置
二
四
御
倉
一
。
即
其
御
倉
鎰
封
、
大
神
宮
司
御
厨
置
之
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
正
殿
と
宝
殿
三
殿
、
荒
祭
宮
の
「
御
鎰
」
は
倉
に
納
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
「
御
鎰
」
が
納
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
「
四
御
倉
」
の
鍵
は
封
を
さ
れ
大
神
宮
司
の
も
と
で
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
即
其
御
倉
鎰
封
、
大
神

宮
司
御
厨
置
之
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
宮
の
御
鎰
辛
櫃
を
納
め
た
「
四
御
倉
」
の
鎰
は
御
厨
に
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
が
御
厨
に
て
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。

史
料
⑨　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
初
二
神
郡
渡
會
多
気
飯
野
三
箇
郡
一
本
記
行
事

　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

而
難
波
朝
廷
天
下
立
レ
評
給
時
仁
、
以
十
郷
分
弖
、
度
會
乃
山
田
原
立
二
屯
倉
一
弖
、
新
家
連
阿
久
多
督
領
、
磯
連
牟
良
助
督
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仕
奉
支
。
以
十
郷
分
、
竹
村
立
二
屯
倉
一
、
麻
績
連
廣
背
督
領
、
磯
部
真
夜
手
助
督
支
奉
支
。
同
朝
廷
御
時
仁
、
初
二
大
神
宮

司
所
稱
一
、
神
庤
司
中
臣
香
積
連
須
気
仕
奉
支
。
是
人
時
仁
、
度
會
山
田
原
造
二
御
厨
一
弖
、
改
二
神
庤
止
云
名
一
弖
、
號
二
御
厨
一
、

即
號
二
大
神
宮
司
一
支
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
孝
徳
天
皇
の
御
代
、
諸
国
に
評
が
置
か
れ
た
際
山
田
原
に
役
所
が
設
け
ら
れ
、「
神
庤
」
は
「
御
厨
」
と
名
称
を

変
え
、
さ
ら
に
は
「
大
神
宮
司
」
と
呼
ば
れ
る
に
到
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
儀
式
帳
の
記
述
に
従
う
な
ら
ば
〈
史
料
⑨
〉
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
御
厨
」
と
は
大
神
宮
司
の
役
所
の
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
延
暦
年
間

以
前
に
お
い
て
大
神
宮
司
は
外
宮
に
ほ
ど
近
い
山
田
原
に
置
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
く
、
そ
こ
で
内
宮
の
「
四
御
倉
」
の
鎰
が
管
理
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る（

（
（

。
そ
し
て
延
暦
十
六
年
に
は
大
神
宮
司
が
山
田
原
よ
り
更
に

遠
方
の
湯
田
郷
宇
羽
西
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

 
　

以
上
の
よ
う
に
、
史
料
を
素
直
に
解
釈
す
る
と
、
内
宮
「
四
御
倉
」
の
鍵

は
山
田
原
も
し
く
は
湯
田
郷
に
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
内
宮
の
鎰
を
わ
ざ
わ
ざ
外
宮
に
近
い
山
田
原
や
湯
田
郷
ま
で
持
ち
帰
り

管
理
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
に
よ
り
、
内
宮
は
八
世
紀
中
頃
よ
り
度
々

火
災
に
見
舞
わ
れ
て
お
り（

（
（

、
中
で
も
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
の
火
災
で
は
内

宮
正
殿
が
焼
亡
し
仮
殿
遷
宮
が
行
わ
れ
た
上
、
宮
司
・
大
内
人
ら
が
解
任
さ

〔国土地理院ウェブサイトをもとに作成〕



37

れ
る
な
ど
極
め
て
重
大
な
事
案
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
し
て
遠
方
に
て
管
理

し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
為
に
も
、「
四
御
倉
」
の
鎰
は
内
宮
域
内
で
管
理
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

史
料
⑩　

『
太
神
宮
諸
雑
事
記（

（
（

』
和
銅
二
年
条

　
　
　
　
　

於
二
大
神
宮
外
院
之
乾
方
一
、
始
立
二
宮
司
神
館
一
。

　

こ
の
〈
史
料
⑩
〉
に
あ
る
「
宮
司
神
館
」
を
ど
の
様
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
神
宮
司
を
研
究
す
る
上
で
論
点
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
鎰
の
取
り
扱
い
と
い
う
視
点
か
ら
「
宮
司
神
館
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
以
て
大
神
宮
司
の
成
立
と
み
る
論
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
御
厨
が
孝
徳
朝
以
来

山
田
原
（
沼
木
郷
高
河
原
）
に
存
在
し
た
と
い
う
〈
史
料
⑨
〉
の
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
宮
司
神
館
」
は
大
神
宮
司
の
御
厨

で
は
な
く
内
宮
域
内
に
お
け
る
斎
館
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

史
料
⑪　

『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
天
平
神
護
二
年
十
二
月
十
八
日
条

　
　
　
　
　

�

同
年
十
二
月
十
八
日
夜
子
時
、
宮
司
神
館
五
間
、
萱
葺
二
宇
仁
、
火
飛
来
既
以
焼
亡
畢
。
日
本
紀
二
部
、
神
代
本
紀
二
巻
、

当
年
以
往
記
文
、
及
雑
公
文
焼
失
畢
。（
後
略
）

史
料
⑫　

『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
宝
亀
三
年
条
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正
月
四
日
夜
、
宮
司
比
登
宿
館
焼
亡
次
、
大
神
宮
司
印
、
并
代
々
公
文
焼
亡
了
。

　

し
か
し
な
が
ら
、〈
史
料
⑪
〉〈
史
料
⑫
〉
に
は
、
宮
司
神
館
（
宿
館
）
焼
亡
に
際
し
、
日
本
紀
に
加
え
、
大
神
宮
司
印
、
公
文
書
な

ど
も
共
に
焼
亡
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
で
大
神
宮
司
の
政
務
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、「
宮
司
神
館
」
は
一
概
に
祭
儀
に
際
し
参
籠
す
る
斎
館
と
は
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
祭
儀
に
お
い
て

大
神
宮
司
は
禰
宜
以
下
神
職
の
よ
う
な
長
期
に
渡
る
斎
戒
が
求
め
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い（

（1
（

。

　

以
上
の
こ
と
は
次
の
五
点
に
纏
め
ら
れ
よ
う
。

　

①　

延
暦
以
前
、
大
神
宮
司
は
外
宮
に
近
い
山
田
原
（
沼
木
郷
高
河
原
）
に
存
在
し
た
。

　

②　

危
機
管
理
上
、
内
宮
の
倉
の
鍵
を
あ
え
て
遠
方
で
管
理
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

③　

内
宮
域
内
に
も
大
神
宮
司
に
関
係
す
る
建
物
が
存
在
し
て
い
た
。

　

④　

そ
の
建
物
で
は
文
書
の
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
大
神
宮
司
の
印
も
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　

⑤　

大
神
宮
司
は
祭
儀
に
あ
た
り
重
い
斎
戒
を
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
諸
説
の
よ
う
に
大
神
宮
司
の
役
所
的
建
物
が
山
田
原
と
内
宮
域
内
の
ど
ち
ら
か
一
箇
所
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
議
論
で
は
何
か
し
ら
説
明
が
つ
か
な
い
部
分
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
大
神
宮
司

は
山
田
原
と
内
宮
域
内
の
二
箇
所
に
存
在
し
て
い
た
と
想
定
し
考
察
す
る
の
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
神
宮
司
本
来

の
役
所
が
山
田
原
や
湯
田
郷
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
内
宮
に
お
け
る
「
宮
司
神
館
」「
宮
司
宿
館
」
は
、
禰
宜
以
下
の
斎
館

の
よ
う
に
忌
火
を
用
い
る
な
ど
厳
格
な
斎
戒
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
斎
館
で
は
な
く
、
大
神
宮
司
の
政
務
も
と
り
つ
つ
、
祭
儀
に
際
し
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て
は
大
神
宮
司
も
逗
留
で
き
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
本
来
の
御
厨
の
出
張
所
的
役
割
を
も
っ
た
建
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
〈
史
料
⑧
〉
に
あ
る
鎰
を
管
理
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
御
厨
」
は
、
内
宮
域
内
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
該
当
す
る

の
が
こ
の
「
宮
司
神
館
」「
宮
司
宿
館
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

甚
だ
雑
多
な
推
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、「
御
鎰
」
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
一
考
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
次
節
で
は
「
御
鎰
」
が

ど
の
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

三
、
祭
儀
に
お
け
る
御
鎰
の
取
扱
い

　

次
に
、「
御
鎰
」
が
実
際
の
祭
祀
に
お
い
て
ど
の
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
内
宮
・
外
宮
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

◎
内
宮
に
お
け
る
御
鎰
の
取
扱
い

史
料
⑬　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
皇
太
神
御
形
新
宮
遷
奉
時
儀
式
行
事

　
　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

然
大
神
宮
司
、
人
垣
仕
奉
人
等
召
集
弖
、
即
衣
垣
、
衣
笠
、
刺
羽
等
乎
令
レ
持
弖
、
人
垣
仕
奉
男
女
共
仁
、
太
玉
串
令
二
持

捧
一
弖
、
左
右
分
立
弖
、
大
神
宮
司
率
参
入
弖
、
正
殿
乃
御
橋
許
候
侍
。
爾
時
行
幸
道
布
敷
、
即
大
物
忌
御
鎰
被
賜
弖
、
正
殿

戸
開
奉
、
先
大
物
忌
戸
手
付
初
、

次
禰
宜
参
上
戸
開
。
（
後
略
）　　

史
料
⑭　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
年
中
行
事
并
月
記
事　

九
月
例

　
　
　
　
　

（
前
略
）
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�

禰
宜
先
立
、
御
鎰
大
物
忌
子
持
弖
、
前
率
立
弖
内
院
参
入
。
次
宇
治
内
人
、
次
大
神
宮
司
、
次
大
内
人
。
参
持
物
波
忌
部
乃

進
置
留
朝
廷
幣
帛
并
御
馬
鞍
具
。
然
禰
宜
開
二
正
殿
一
弖
、
幣
帛
物
奉
入
畢
。
次
織
御
衣
服
、
此
禰
宜
仕
奉
織
御
衣
絹
二
匹
、

又
宇
治
内
人
織
御
衣
絹
一
匹
。
次
大
物
忌
父
開
二
東
幣
帛
殿
一
、
御
馬
鞍
具
進
上
畢
時
、
罷
出
弖
到
二
付
本
坐
一
訖
。（
後
略
）

史
料
⑮　

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
年
中
行
事
并
月
記
事　

六
月
例

　
　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

即
禰
宜
御
鎰
給
、
大
物
忌
乎
先
率
立
弖
、
内
院
参
入
。
次
大
神
宮
司
、
次
大
内
人
等
明
曳
御
調
糸
参
入
。
然
即
大
物
忌
父
、

開
二
東
寶
殿
一
、
御
調
糸
進
入
畢
。
即
罷
出
就
二
付
本
坐
一
訖
。

　
　
　
　
　

（
後
略
）

ま
ず
、
内
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
動
き
を
確
認
し
よ
う
。

　
〈
史
料
⑬
〉
は
式
年
遷
宮
の
遷
御
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
大
物
忌
が
「
御
鎰
」
を
賜
り
正
殿
の
御
扉
を
開
扉
し
て
い

る
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
〈
史
料
⑭
〉
の
神
嘗
祭
で
は
、
大
物
忌
が
「
御
鎰
」
を
受
け
取
り
内
院
ま
で
参
入

し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
禰
宜
が
正
殿
を
開
扉
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、〈
史
料
⑬
〉
の
末
尾
に
あ
る
「
先
大
物
忌

戸
手
付
初
、
次
禰
宜
参
上
戸
開
。」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
扉
に
際
し
て
大
物
忌
が
始
め
に
御
扉
に
手
を
付
け
な
が
ら

も（
（1
（

、
直
後
に
禰
宜
が
昇
階
し
御
扉
を
開
扉
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
推
測
す
る
に
こ
れ
は
正
殿
の
御
扉
は
そ
れ
自
体
が
非
常
に
大

き
く
重
厚
で
あ
り
、
実
際
大
物
忌
が
開
扉
す
る
に
は
支
障
が
あ
る
な
ど
様
々
な
状
況
を
勘
案
し
た
上
で
、
禰
宜
が
あ
く
ま
で
便
宜
的

4

4

4

に

開
扉
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、〈
史
料
⑭
〉
に
関
し
て
も
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
来
正
殿
の
開
扉
を
担

う
べ
き
大
物
忌
が
「
御
鎰
」
を
受
け
取
る
も
の
の
、
実
際
の
開
扉
は
禰
宜
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、〈
史
料
⑮
〉
は
六
月
の
月
次
祭
の
「
御
鎰
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
禰
宜
が
「
御
鎰
」
を
賜
り
、
大
物
忌
父

が
東
方
殿
を
開
扉
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
儀
式
帳
の
記
述
か
ら
も
十
二
月
の
月
次
祭
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
神
御

衣
祭
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
同
様
の
作
法
に
て
東
寶
殿
が
開
扉
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
内
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
取
扱
い
は
、
正
宮
を
開
扉
す
る
場
合
に
は
大
物
忌
が
開
扉
の
役
目
を
担
い
「
御
鎰
」
を
預
か

り
な
が
ら
も
実
際
は
禰
宜
が
開
扉
に
携
わ
り
、
一
方
正
宮
以
外
の
殿
舎
に
つ
い
て
は
、
禰
宜
が
そ
の
任
を
負
い
な
が
ら
も
、
大
物
忌
父

が
開
扉
に
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
西
寶
殿
の
開
扉
を
禰
宜
で
は
な
く
な
ぜ
大
物
忌
父
が
担
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
「
御
鎰
」
を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
た
の
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
確
認
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

◎
外
宮
に
お
け
る
御
鎰
の
取
扱
い

　

次
に
、
外
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
取
り
扱
い
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

史
料
⑯　

『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
一
、
御
形
新
宮
遷
奉
時
行
事

　
　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

然
大
神
宮
司
、
人
垣
可
二
仕
奉
一
人
夫
等
乎
召
集
、
大
祓
為
弖　

即
衣
垣
、
衣
笠
、
刺
羽
等
令
レ
持
弖
、
人
垣
仕
奉
男
女
共
仁
、

太
玉
串
令
二
持
捧
一
弖
、
左
右
分
立
、
大
神
宮
司
率
参
入
弖
、
正
殿
乃
御
橋
許
候
侍
。
爾
時
行
幸
道
布
敷
、
即
禰
宜
御
鎰
被
賜
弖

正
殿
戸
開
奉
弖
、
燈
油
（
後
略
）　　

　
史
料
⑰　

『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
一
、
年
中
行
事
并
月
記
事　

九
月
例
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（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

然
即
禰
宜
發
、
御
鎰
被
給
弖
、
大
物
忌
乎
前
率
立
弖
、
内
院
参
入
。
次
大
神
宮
司
、
次
大
内
人
等
参
入
。
此
大
内
人
等
持
参

入
勅
朝
庭
奉
進
幣
帛
一
筥
、
絹
一
疋
、
糸
一
屯
。
又
大
神
宮
司
進
御
衣
料
絹
二
疋
、
五
色
料
絹
一
疋
、
禰
宜
織
奉
織
乃
大

神
御
衣
絹
二
疋
、
又
御
馬
鞍
一
具
受
。
大
神
宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
。
禰
宜
波
正
殿
乎
開
奉
弖
、
件
幣
帛
進
入
。
大
内
人
波

西
寶
殿
開
弖
、
御
馬
鞍
調
度
進
上
。（
後
略
）

史
料
⑱　

『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
一
、
年
中
行
事
并
月
記
事　

六
月
例

　
　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　

�

即
禰
宜
發
、
御
鎰
給
弖
、
大
物
忌
乎
先
率
立
弖
、
内
院
参
入
。
次
大
神
宮
司
、
次
大
内
人
三
人
明
曳
御
調
糸
持
参
入
。
然
大

神
宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
。
禰
宜
波
開
二
東
寶
殿
一
、
御
調
糸
進
入
。（
後
略
）

　
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
よ
る
と
、
内
宮
と
外
宮
で
は
「
御
鎰
」
の
使
用
者
に
つ
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。

内
宮
は
大
物
忌
が
そ
の
任
を
負
い
禰
宜
が
取
り
扱
っ
て
い
た
の
に
対
し
、〈
史
料
⑯
〉〈
史
料
⑰
〉
を
見
る
と
、
外
宮
で
は
当
初
よ
り
禰

宜
が
「
御
鎰
」
の
取
り
扱
い
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
大
物
忌
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
内
宮
で
は
大
物
忌
父
が
取

り
扱
っ
て
い
た
東
寶
殿
の
開
扉
に
つ
い
て
も
、〈
史
料
⑱
〉
に
あ
る
よ
う
に
禰
宜
が
「
御
鎰
」
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
東
寶
殿
も
開
扉
し

て
い
る
様
子
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
両
宮
の
御
扉
開
閉
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
内
宮
で
は
正
殿
は
大
物
忌

が
任
を
受
け
禰
宜
が
奉
仕
し
、
寶
殿
で
は
禰
宜
が
任
を
受
け
物
忌
父
が
奉
仕
す
る
と
い
う
分
担
が
な
さ
れ
て
お
り
、
奉
仕
す
る
御
殿
に
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応
じ
た
職
掌
の
分
担
が
明
確
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
外
宮
で
は
い
ず
れ
の
御
殿
も
禰
宜
が
そ
の
任
を
受
け
、
開
扉
ま
で
奉
仕
す
る

と
い
う
、
い
わ
ば
祭
儀
中
は
禰
宜
が
「
御
鎰
」
を
専
属
で
管
理
し
て
い
た
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　

四
、
御
鎰
の
取
扱
い
と
大
神
宮
司

　

上
述
の
各
史
料
に
は
、「
大
物
忌
御
鎰
被
賜
弖
」 「
禰
宜
御
鎰
給
」 「
即
禰
宜
御
鎰
被
賜
弖
」 「
然
即
禰
宜
發
、
御
鎰
被
給
弖
」
と
あ
る
よ

う
に
、
大
物
忌
や
禰
宜
が
御
鎰
を
受
け
取
る
際
の
表
現
に
は
「
受
」「
預
」
で
は
な
く
一
貫
し
て
「
賜
」「
給
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
「
御
鎰
」
の
授
受
と
い
う
一
つ
の
所
作
か
ら
で
さ
え
「
御
鎰
」
が
単
な
る
建
物
の
鍵
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
〈
史
料
⑧
〉
で
は
、
正
殿
と
宝
殿
三
殿
、
荒
祭
宮
の
「
御
鎰
」
は
倉
に
納
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
「
御
鎰
」
が

納
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
四
御
倉
」
の
鍵
は
封
を
さ
れ
大
神
宮
司
の
も
と
で
管
理
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て

前
節
で
は
、
祭
儀
中
の
御
扉
開
閉
と
い
う
行
事
に
注
目
し
実
際
の
祭
儀
に
於
い
て
禰
宜
以
下
の
神
職
が
「
御
鎰
」
を
預
か
り
開
扉
に
用

い
て
い
た
様
子
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
そ
の
「
御
鎰
」
の
「
管
理
」
と
「
使
用
」
に
際
し
て
大
神
宮
司
が
ど

こ
ま
で
関
与
し
、
ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
神
宮
司
が
「
御
鎰
」
を
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
は
大
神
宮
司
が
「
御
鎰
」
に
触
れ
る
様
子
は
全
く
記
さ
れ
て
い

な
い（

（1
（

。
両
儀
式
帳
の
中
で
、「
御
鎰
」
に
関
連
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
正
殿
に
関
す
る
記
事
、
大
神
宮
司
が
関
与
す
る
年
六

度
の
恒
例
祭
典
と
幣
帛
に
関
す
る
項
目
、そ
し
て
式
年
遷
宮
の
金
物
と
遷
御
に
関
す
る
記
述
の
み
で
あ
る
。そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

大
神
宮
司
が
「
御
鎰
」
に
直
接
触
れ
る
様
子
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
御
鎰
」
だ
け
で
は
な
く
、「
御
鎰
」
が
付
随
す

る
正
殿
及
び
東
西
寶
殿
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
両
宮
儀
式
帳
の
記
述
に
於
い
て
「
御
鎰
」
の
取
扱
い
に
関
係
す
る
者
と
正
殿
及
び
東
西
寶
殿
上
へ
上
が
る
者
は
極
め
て

限
ら
れ
て
お
り
そ
の
内
訳
も
一
致
し
て
い
る
訳
だ
が
、
そ
の
限
ら
れ
た
人
間
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
く
と
一
つ
の
共
通
点
が
浮
か
び

上
が
る
。

史
料
⑲　

『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事

　
　
　
　
　

禰
宜　

大
初
位
上
神
主
公
成

　
　
　
　
　

�

右
人
禰
宜
爾
卜
食
定
補
任
之
日
、
叙
二
従
七
位
上
一
。
後
家
之
雑
罪
祓
清
、
忌
火
飯
食
弖
、
見
目
聞
耳
言
辞
斎
敬
、
宮
内
雑

行
事
管
職
掌
、
諸
内
人
物
忌
等
率
弖
、
明
衣
冠
着
弖
、
木
綿
多
須
伎
懸
弖
、
度
会
郡
司
乃
佃
奉
禮
留
御
田
稲
乎
物
忌
子
等
爾
令
二

舂
炊
奉
一
弖
、
志
摩
国
神
戸
百
姓
乃
進
雑
御
贄
乎
三
節
祭
乃
朝
夕
御
饌
供
奉
。

　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　
　
　

又
雑
行
事
斎
敬
供
奉
。
具
顕
二
上
條
并
月
記
條
一
。

史
料
⑳　

『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事

　
　
　
　
　

宇
治
大
内
人　

无
位
宇
治
土
公
磯
部
小
紲

　
　
　
　
　

�

右
人
卜
食
定
補
任
之
日
、
後
家
之
雑
罪
祓
清
、
忌
火
飯
食
忌
慎
、
職
掌
、
三
節
祭
并
春
秋
神
御
衣
祭
、
及
時
々
幣
帛
驛
使

時
、
太
玉
串
并
天
八
重
榊
儲
備
供
奉
。
及
内
親
王
御
坐
及
、
陪
諸
司
鋪
設
散
敷
弖
、
亦
月
別
宮
守
護
宿
直
番
長
忌
敬
供
奉
。

　

内
宮
を
例
に
挙
げ
て
み
る
と
、
右
記
の
〈
史
料
⑲
〉〈
史
料
⑳
〉
か
ら
も
解
る
よ
う
に
禰
宜
と
宇
治
大
内
人
は
斎
戒
に
あ
た
り
忌
火

に
よ
り
調
理
さ
れ
た
食
事
を
食
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
宇
治
大
内
人
の
次
席
に
あ
た
る
大
内
人
二
人
に
は
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当
て
は
ま
ら
な
い
点
で
あ
り（
（1
（

、
禰
宜
と
大
内
人
が
特
に
厳
重
な
斎
戒
を
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
儀
式
帳
の
職
掌
條
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
忌
火
に
よ
り
調
理
さ
れ
た
も
の
を
食
し
て
い
た
者
と
し
て
大
物
忌
と
大
物
忌
父
の
二
者
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

大
物
忌
に
つ
い
て
は
、「
物
忌
并
小
内
人
宿
館
五
院
」
條
の
大
物
忌
斎
館
に
関
す
る
記
述
で
「
常
食

4

4

二
忌
火
物

4

4

4

一
供
奉
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
常
日
頃
か
ら
忌
火
に
よ
り
調
理
さ
れ
た
も
の
を
食
し
て
い
た
こ
と
が
覗
え
、
ま
た
大
物
忌
父
に
つ
い
て
も
、
そ
の
職
掌
條

に
「
亦
父
毛
子
共
忌
慎
供
奉
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
物
忌
と
同
様
の
斎
戒
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
正
殿
及
び
東
西
寶
殿
上
へ
上
が
る
為
の
一
つ
の
基
準
と
し
て
特
に
重
度
の
斎
戒
が
あ
り
、
忌
火
に
よ
り
調
理
さ
れ
た
も
の

を
食
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
御
鎰
」
取
扱
う
際
に
も
同
様
の
斎
戒
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
大
神
宮
司
は
「
御
鎰
」
に
〝
触
ら
な
い

4

4

4

4

〟
の
で
は
な
く
〝
触
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

〟
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
次
の
史
料
を
見
て
い
き
た
い
。

史
料
㉑　

『
皇
太
神
宮
年
中
行
事（

（1
（

』　

九
月

　
　
　
　
　

�

宮
司
還
二
着
本
座
一
之
後
、
玉
串
奉
仕
如
二
前
一々
畢
後
、
鎰
取
内
人
立
レ
座
解
二
御
鎰
櫃
封
一
、
御
封
申
之
後
、
取
二
出
御
鎰

等
一
、
正
殿
ノ
御
鎰
ハ
一
禰
宜
ニ
渡
シ
、
東
寶
殿
ノ
御
鎰
ハ
二
禰
宜
ニ
渡
シ
、
西
寶
殿
ノ
御
鎰
ハ
三
禰
宜
二
渡
也
。
各
請
取
テ
奉
レ
相
二

具
官
幣
等
一
ヲ
、
宮
司
共
二
參
入
瑞
垣
御
門
ノ
内
一
、
物
忌
父
等
官
幣
ヲ
奉
レ
持
次
第
如
二
六
月
御
祭
時
一
。
於
二
御
寶
前
一
奉
拝
ノ

座
跡
又
同
前
。
奉
拝
之
後
、
鎰
取
内
人
進
参
テ
、
一
禰
宜
ノ
令
二
捧
持
一
御
鏁
ノ
鎰
ノ
埼
ニ
押
付
タ
ル
宮
司
ノ
封
古
キ
ヲ
放
テ
、
向
二

宮
司
一
御
鎰
ノ
御
封
開
ト
申
テ
破
レ
之
。

　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　
　
　

�

其
後
一
禰
宜
奉
レ
開
二
御
戸
一
、
御
鏁
ノ
鎰
并
御
鏁
ヲ
抽
テ
、
高
欄
ノ
東
ノ
脇
ノ
平
桁
ノ
上
ニ
置
ハ
、
鎰
取
内
人
参
寄
テ
件
御
鏁
ノ
鎰
ヲ
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取
テ
、
御
階
ノ
男
柱
ノ
東
ノ
本
北
ニ
寄
テ
、
封
紙
ヲ
方
寸
許
ニ
切
テ
件
御
鎰
ノ
崎
ニ
押
付
テ
、
又
封
紙
一
筋
ヲ
搔
テ
相
二
具
墨
筆
一
進
二
寄

宮
司
前
一
。
其
時
宮
司
封
ヲ
書
、
先
御
鎰
ノ
崎
ニ
押
付
タ
ル
紙
、
次
ニ
一
筋
搔
具
タ
ル
志
弖
也
。
件
封
ハ
御
鎰
櫃
ニ
付
料
也
。

　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　
　
　

�　

其
時
鎰
取
内
人
進
向
、
東
寶
殿
ノ
御
戸
御
封
畢
西
賓
殿
ノ
御
戸
ノ
御
封
畢
卜
申
テ
退
帰
。
其
後
宮
司
并
紳
主
各
退
出
也
。

一
二
三
神
主
各
所
レ
帯
御
鎰
等
ヲ
於
二
八
重
榊
西
脇
一
鎰
取
内
人
即
請
預
テ
入
二
御
辛
櫃
一
之
後
付
レ
封
、
向
二
宮
司
一
蹲
踞
御
鎰

櫃
ノ
御
封
畢
ト
申
。
其
後
八
度
手
両
端
。

　

こ
の
〈
史
料
㉑
〉
は
、
建
久
三
年
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
、『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
の
一
部
で
あ
る
。
時
代
は
だ
い
ぶ
下

る
上
、
神
宮
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
延
暦
の
頃
と
は
組
織
・
職
掌
が
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
無
批
判
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
の
、
祭
儀
の
具
体
的
な
状
況
を
推
し
量
る
上
で
、
大
い
に
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
禰
宜
以
下
は
、

ま
ず
大
神
宮
司
御
鎰
唐
櫃
の
封
を
解
く
に
あ
た
り
そ
の
旨
を
大
神
宮
司
の
報
告
。
ひ
き
続
き
内
院
に
進
む
と
御
扉
を
開
け
る
際
に
「
御

鎰
」
の
封
を
破
る
旨
を
大
神
宮
司
に
奏
上
し
て
い
る
。
つ
ま
り
大
神
宮
司
が
特
に
厳
密
に
「
御
鎰
」
の
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
、

そ
の
一
方
で
「
御
鎰
」
に
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
奉
仕
し
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
纏
め
て
み
る
と
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
正
宮
の
「
御
鎰
」
は
専
用
の
辛
櫃
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
納
め
ら
れ
た
辛

櫃
は
正
宮
に
隣
接
す
る
四
御
倉
に
置
か
れ
た
上
で
大
神
宮
司
に
よ
っ
て
厳
密
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
祭

儀
に
際
し
て
は
四
御
倉
よ
り
運
び
出
さ
れ
、
大
神
宮
司
は
「
御
鎰
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
大
物
忌
、
又
は
禰
宜
に
許
可
を
与
え
そ
の
上

で
両
者
は
「
御
鎰
」
を
受
取
り
、
正
宮
及
び
東
西
寶
殿
の
御
扉
を
開
閉
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
正
殿
及
び
寶
殿
の
「
御
鎰
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
者
が
大
神
宮
司
で
あ
る
の
に
対
し
、
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御
鎰
の
取
扱
者
は
禰
宜
以
下
の
神
職
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
大
神
宮
司
が
統
括
行
政
官
と
し
て
神
宮
、
ひ
い
て
は
御

神
体
及
び
正
殿
に
つ
い
て
の
管
理
責
任
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰
宜
以
下
の
神
職
層
は
あ
く
ま
で
祭

祀
専
門
職
と
し
て
大
神
宮
司
の
管
轄
の
下
開
閉
扉
に
際
し
「
御
鎰
」
を
用
い
、
神
前
に
お
い
て
よ
り
直
接
的
な
奉
仕
を
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
。

　
　
　

ま
と
め

　

以
上
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る

正
殿
の
「
御
鎰
」
は
、
式
年
遷
宮
に
際
し
て
朝
廷
に
よ
り
調
進
さ
れ
、
伊
勢
に
届
け
ら
れ
た
後
は
大
神
宮
司
に
よ
っ
て
厳
密
に
管
理
さ

れ
、
そ
の
「
御
鎰
」
を
納
め
た
辛
櫃
は
正
宮
に
隣
接
す
る
四
御
倉
に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
祭
儀
に
際
し
て
は
辛
櫃
ご
と
四
御
倉
よ
り

運
び
出
さ
れ
、
大
神
宮
司
の
許
可
を
受
け
た
上
で
大
物
忌
、
又
は
禰
宜
が
「
御
鎰
」
を
賜
り
、
正
殿
及
び
東
西
寶
殿
の
御
扉
を
開
閉
し

祭
儀
を
執
り
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
「
御
鎰
」
の
管
理
を
通
じ
て
「
御
厨
」「
宮
司
神
館
」
に
実
態
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て

き
た
の
は
、「
御
鎰
」
が
内
宮
域
内
に
て
管
理
さ
れ
て
い
た
可
能
性
と
、
其
の
場
所
と
推
測
さ
れ
る
「
宮
司
神
館
」
が
禰
宜
等
の
斎
館

の
よ
う
に
厳
格
な
潔
斎
要
し
清
浄
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
大
神
宮
司
の
政
務
も
と
り
つ
つ
、
祭
儀
に
際
し
て
は
大
神
宮
司
も

逗
留
で
き
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
本
来
の
御
厨
の
出
張
所
的
役
割
を
も
っ
た
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
で
の
「
御
鎰
」
の
取
り
扱
い
か
ら
は
、
正
殿
及
び
寶
殿
の
「
御
鎰
」
に
つ
い
て
そ
の
管
理
者
が
大
神
宮
司
で
あ
る
の

に
対
し
、
取
扱
者
は
禰
宜
・
大
物
忌
・
内
人
等
と
両
者
の
区
別
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
神
宮
司
が
統
括
行
政
官
と
し
て

神
宮
、
ひ
い
て
は
御
神
体
及
び
正
殿
に
つ
い
て
の
管
理
責
任
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰
宜
以
下
の
神
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職
層
は
あ
く
ま
で
厳
重
な
斎
戒
を
経
た
祭
祀
専
門
職
と
し
て
、
大
神
宮
司
の
管
轄
の
下
御
扉
開
閉
に
際
し
「
御
鎰
」
を
使
用
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、「
御
鎰
」
の
管
理
権
を
持
て
ど
も
「
御
鎰
」
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
神
宮
司
と
、「
御
鎰
」
を
扱
う
こ
と
は
で
き
て
も

管
理
権
を
持
た
な
い
禰
宜
以
下
の
神
職
と
の
協
力
体
制
に
よ
り
古
代
伊
勢
神
宮
の
祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

註

（
1
）　

拙
論
平
成
二
十
八
年
度
神
道
宗
教
学
会
学
術
大
会
研
究
発
表
「
古
代
神
宮
祭
祀
と
大
神
宮
司
」
よ
り　

（
2
）　

祈
年
祭
・
神
御
衣
祭
（
四
月
・
九
月
）・
月
次
祭
（
六
月
・
十
二
月
）・
神
嘗
祭

（
3
）�　

本
論
考
で
は
、
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系　

神
宮
編
１
』（
精
興
社
、
昭
和
五
十
四
年
）
を
用
い
、
適
宜
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

　
　

�　

両
宮
儀
式
帳
に
つ
い
て
は
、
最
も
古
い
写
本
で
鎌
倉
時
代
の
も
の
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
史
料
性
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
参
考
に
、
延
暦
の
頃
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

（
4
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
編
年
之
二
十
五
』　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
十
五
年
）

　
　

�　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
福
山
敏
男
氏
が
、
そ
の
著
書
（『
神
社
建
築
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）
の
な
か

で
分
析
・
検
討
し
て
い
る
。「
石
山
寺
の
写
経
所
で
天
平
宝
字
六
年
八
月
か
ら
書
き
続
け
た
「
経
所
食
物
下
帳
」
は
、
不
要
に
な
っ
た
数
種

類
の
文
書
の
紙
背
を
利
用
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
飾
金
物
注
文
に
日
付
は
な
い
が
、
そ
の
一
部
が
右
の
食
物
下
帳
の
一
部
に
利
用

さ
れ
て
い
て
、（
中
略
）
表
の
飾
金
物
注
文
は
当
然
天
平
宝
字
六
年
十
月
よ
り
前
に
書
か
れ
た
こ
と
と
な
る
」
と
し
、
そ
の
紙
背
文
書
の
年

代
か
ら
天
平
神
護
二
年
の
第
五
回
皇
太
神
宮
式
年
遷
宮
に
さ
い
し
て
こ
の
飾
金
物
注
文
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
5
）　

虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』　
（
集
英
社
、
平
成
十
二
年
）

（
6
）�　

御
鎰
唐
櫃
に
つ
い
て
は
造
宮
使
が
調
進
に
あ
た
っ
て
い
た
。『
延
喜
太
神
宮
式
』
に
は
造
備
雑
物
の
条
に
「
納
レ
鎰
韓
櫃
壹
合
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
条
文
の
末
尾
に
は
「
並
造
宮
使
請
二
受
京
庫
一
。」
と
あ
る
。
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（
7
）�　
『
神
宮
雑
例
集
』『
園
太
暦
』
に
よ
る
と
、
延
暦
十
六
年
八
月
の
官
符
を
引
用
し
、
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
に
沼
木
郷
高
河
原
所
在
の
大
神

宮
司
御
厨
・
離
宮
院
を
改
造
さ
れ
て
よ
り
二
十
六
年
が
経
過
し
建
物
の
破
損
が
よ
く
見
ら
れ
、
こ
の
度
湯
田
郷
宇
羽
西
に
離
宮
院
と
共
に
移

転
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
8
）�　

内
宮
で
は
八
世
紀
以
降
度
々
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）、
宝
亀
三
年

（
七
七
二
）、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）、
延
暦
十
年
（
七
九
一
）、
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）。
中
で
も
、
延
暦
十
年
の
正
殿
焼
失
の
火
災
は
国

史
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
重
大
な
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
9
）　

神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系　

神
宮
編
１
』（
精
興
社
、
昭
和
五
十
四
年
）

　
　

�　
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
史
料
性
に
つ
い
て
先
学
に
よ
り
不
確
か
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
阪
本

廣
太
郎
や
西
田
長
男
、
井
後
正
晏
氏
の
研
究
に
よ
り
妥
当
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
論
で
採
用
し
た
記
事
に
関
し
て
も
、
諸
雑
事

記
中
の
別
な
箇
所
に
引
用
・
整
合
性
が
あ
る
な
ど
、
史
料
性
の
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
井
後
正
晏
氏
の
「
太
神
宮

諸
雑
事
記
の
成
立
」（『
神
道
史
研
究
』
三
十
六
―
一　

昭
和
六
十
三
年
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

大
神
宮
司
及
び
「
宮
司
神
館
」
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
と
し
て
、
以
下
の
先
行
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

・
田
中
卓
「
神
宮
職
制
の
整
備
」（『
田
中
卓
著
作
集
四　

神
宮
の
創
始
と
発
展
』　

国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）

　
　
　

�『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
十
二
月
乙
卯
条
の
「
遷
多
気
大
神
宮
于
度
会
郡
」
と
い
う
記
事
に
着
目
し
、
詳
細
に
考
察
を

加
え
た
上
で
、
多
気
大
神
宮
は
「「
大
神
宮
司
」
か
「
離
宮
院
」
と
い
う
推
測
が
最
も
有
力
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、「
大
神
宮
司
」
と
し
て

考
え
た
場
合
「
少
な
く
と
も
文
武
天
皇
の
初
年
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
設
置
さ
れ
た
」
も
の
と
推
測
。
ま
た
、
神
宮
の
職
制
は
神
国
造

と
し
て
力
を
奮
っ
た
度
会
氏
が
内
宮
の
禰
宜
職
を
追
放
さ
れ
た
こ
と
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
　

・
直
木
孝
次
郎
『
伊
勢
神
宮
と
古
代
の
神
々
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
一
年
）                                                             

　
　
　

�『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
和
銅
二
年
条
に
「
於
大
神
宮
外
院
之
乾
方
、
始
立
宮
司
神
館
」
と
の
記
事
を
重
視
す
る
と
共
に
、
正
史
上
で
は
奈
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良
時
代
末
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
詔
が
大
神
宮
司
の
初
見
で
あ
り
、
正
史
上
の
初
見
が
遅
れ
る
の
は
神
宮
司
が
公
的
機
関
と
し
て
認

め
ら
れ
た
の
が
遅
れ
た
為
で
、
公
認
の
官
司
と
な
る
の
は
早
く
て
も
奈
良
前
期
、
お
そ
ら
く
は
中
期
以
降
で
あ
る
と
し
た
。

　
　

・
熊
谷
保
孝
「
神
宮
司
の
成
立
」（『
日
本
古
代
の
神
祇
と
政
治
』　

日
東
館
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
）

　
　
　

�『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五
年
二
月
甲
午
条
に
あ
る
「
斎
宮
大
神
司
」
と
い
う
記
事
に
注
目
し
、「
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
神
宮
司
は
遅
く
と

も
和
銅
二
年
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
の
神
宮
司
は
後
の
そ
れ
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
。
斎
宮
に
付
属
し
た
職
務
の

み
を
司
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
宝
亀
年
間
に
そ
の
制
度
は
大
き
く
変
化
し
、
神
宮
の
祭
祀
・
社
務
を
統
率
す
る
神
職
の

長
と
も
言
う
べ
き
神
宮
司
に
改
革
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　
　

・
井
後
正
晏
「「
大
神
宮
司
」
の
成
立
の
問
題
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
八
』
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
平
成
四
年
）

　
　
　

�

田
中
説
に
添
う
形
で
論
述
。
和
銅
二
年
の
「
宮
司
神
館
」
の
創
設
は
宮
司
の
「
斎
館
」
建
設
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
天
応
元
年

以
前
に
も
天
平
勝
宝
九
年
の
太
政
官
奏
や
『
続
日
本
紀
』
に
も
官
位
の
授
位
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
天
武
朝
以
降
神
宮
の
律
令
制
へ
の
転
換

が
は
か
ら
れ
、
そ
の
職
制
は
一
段
と
整
備
さ
れ
た
。
大
神
宮
司
の
制
度
も
文
武
天
皇
の
御
代
に
斎
宮
寮
と
同
じ
く
整
備
が
進
ん
だ
と
す
る
。

　
　

・
小
倉
慈
司
「『
延
喜
式
』
制
以
前
の
伊
勢
神
宮
―
八
～
九
世
紀
の
内
宮
と
外
宮
を
め
ぐ
っ
て
」（『
変
容
す
る
聖
地
伊
勢
』
平
成
二
十
八
年
）

　
　
　

�

伊
勢
神
宮
へ
の
公
印
頒
下
に
焦
点
を
あ
て
た
上
で
、
内
宮
が
伊
勢
神
宮
の
中
心
で
あ
っ
て
外
宮
は
そ
の
御
饌
神
と
い
う
付
属
的
な
位
置
付

け
で
あ
り
、
両
宮
及
び
神
郡
の
行
政
事
務
を
管
掌
す
る
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
大
神
宮
司
も
、
実
際
的
な
場
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も

両
宮
の
上
に
位
置
す
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
九
世
紀
に
入
り
祭
主
の
設
置
、
大
神
宮
司
の
増
員
及
び
権
限
の
強
化
、
禰
宜
・

権
禰
宜
の
増
加
と
い
っ
た
変
化
を
ふ
ま
え
大
神
宮
司
が
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
『
延
喜
式
』
に
記
さ
れ
る
形
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

述
べ
る
。

（
11
）�　

大
神
宮
司
は
祭
儀
の
前
月
度
会
川
で
の
大
祓
に
は
参
列
す
る
も
の
の
、
禰
宜
や
大
物
忌
の
よ
う
に
川
原
祓
い
や
御
卜
に
参
列
し
た
訳
で
は

無
く
常
時
厳
し
い
斎
戒
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
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（
12
）�　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
職
掌
条
に
、「
大
物
忌
者
於
二
太
神
一
近
傅
奉
、
晝
夜
不
避
、
」
と
あ
り
、
大
物
忌
は
そ
も
そ
も
内
宮
の
正
殿
に
仕

え
る
為
の
職
掌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
御
扉
開
閉
の
任
を
負
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）�　

両
宮
儀
式
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
大
神
宮
司
の
所
作
は
、
告
刀
奏
上
や
玉
串
奉
奠
な
ど
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
御
鎰
」
の
取

扱
者
の
み
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
部
分
だ
け
省
略
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
大
神
宮
司
は
「
御
鎰
」
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（
14
）　
『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
に

　
　

大
内
人
二
人
宿
館
貳
院

　
　

斎
侍
屋
貳
間
。
長
四
丈
、
廣
各
一
丈
六

尺
、
高
各
八
尺
五
寸
。　

厨
大
炊
屋
貳
間
。
長
三
丈
、
廣
各
一
丈

二
尺
、
高
各
八
尺
。　

防
往
籬
壹
重
。
長
廻
卌

丈
。　

　
　
　

右
二
人
大
内
人
、
忌
火
物
不
食
。
但
斎
御
供
奉
、
與
二
宇
治
大
内
人
一
同
。

　
　

と
あ
る
。

（
15
）　

神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系　

神
宮
編
２
』（
精
興
社
、
昭
和
五
十
五
年
）




